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決
着
は
東
北
大
学
次
第

ま
、
モ
ラ
Lr

■

ノ

が
問
わ
れ
て
い
る

東
北
大
学
元
総
長
に
よ
る
普
通
の
金
属
材
料
よ
り
強
轍
な
「
金
属
ガ
ラ
ス
」
の
論
文
に
浮
上
し
た
不

正
疑
惑
が
、
す
っ
き
り
と
決
着
で
き
ず
に
混
迷
が
続
い
て
い
る
。
金
属
材
料
分
野
を
専
門
と
し
、
「
金

属
ガ
ラ
ス
」
研
究
に
も
携
わ
っ
た
研
究
者
で
あ
る
筆
者
が
、
大
学
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
。

早
稲
田
嘉
夫

「
金
属
ガ
ラ
ス
」
論
文
の
不
正
疑
惑
は
、

2
0
0
7
（
平
成
1
9
）
年
の
文
部
科
学

省
に
送
付
さ
れ
た
匿
名
投
書
に
よ
る
告

発
に
始
ま
る
。
疑
惑
論
文
の
主
著
者
は
、

東
北
大
学
の
井
上
明
久
元
稔
長
（
贋
2
0

代
）
で
あ
る
。
告
発
は
、
「
ジ
ル
コ
ニ
ウ

ム
を
主
成
分
と
す
る
合
金
で
、
大
き
な

サ
イ
ズ
の
金
属
ガ
ラ
ス
が
作
製
で
き
る

と
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
の
再
現
性
に

疑
義
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

東
北
大
学
は
「
再
現
で
き
た
」
と
の

報
告
書
（
0
7
年
1
2
月
2
5
日
付
）
を
公
表

し
、
不
正
疑
惑
を
一
蹴
し
た
。
し
か
し
、

再
現
で
き
た
と
の
主
張
の
板
拠
が
、
当

該
論
文
の
も
の
と
は
別
の
実
験
手
法
に

よ
る
結
果
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
内
外

で
科
学
的
合
理
性
が
な
い
と
の
批
判
が

噴
出
し
た
。
東
北
大
学
の
こ
の
対
応
は
、

そ
の
後
、
別
の
金
属
ガ
ラ
ス
論
文
で
次

々
と
不
正
疑
惑
が
顕
在
化
す
る
事
態
を

招
い
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
不
正
疑
惑
露
文
の
研
究
が
行

な
わ
れ
た
金
景
研
究
所
の
教
授
会

が
、
一
切
沈
黙
も
て
い
る
こ
と
も
特
徴

で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
元

鎗
長
の
退
職
時
に
、
同
氏
の
『
名
誉
教

授
』
推
薦
を
大
学
本
部
に
行
な
わ
ず
、

見
識
を
示
し
た
」
と
の
主
張
が
あ
る
こ

と
を
申
し
添
え
る
。

疑
惑
論
文
の
代
表
例
は

「
9
9
年
論
文
」

疑
惑
論
文
の
代
表
例
は
、
日
本
金
属

学
会
欧
文
誌
に
掲
載
の
、
銀
を
5
％
含

む
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
合

金
の
引
張
強
度
を
報
告
し
た
「
9
9
年
論

文
」
で
あ
る
。
こ
の
1
9
9
9
年
論
文

に
は
、
井
上
氏
自
ら
が
報
告
済
み
の
同

じ
成
分
の
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
に
関
す

る
9
7
年
論
文
の
写
真
1
枚
と
グ
ラ
フ
2

枚
が
一
部
を
変
更
し
て
、
言
及
な
し
で

流
用
さ
れ
て
い
た
。

9
9
年
論
文
は
、
こ
の
論
文
に
研
究
費

を
提
供
し
て
い
た
科
学
技
術
振
興
機
構

（
1
S
T
）
　
や
東
北
大
学
に
対
し
て
、

複
数
の
研
究
者
か
ら
独
立
に
告
発
さ
れ

た
。
東
北
大
学
は
、
こ
の
9
9
年
論
文
の

疑
惑
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
2
0
1

1
年
1
月
2
6
日
付
）
を
、
J
S
T
宛
て

に
送
付
し
て
い
た
が
公
表
し
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
告
発
者
の
一
人
が
、

大
学
よ
り
受
け
取
っ
た
書
類
だ
と
公
開

し
た
の
で
世
間
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
「
後
続
論
文
と

前
論
文
と
の
関
連
が
全
く
記
述
さ
れ
て

お
ら
ず
、
前
論
文
の
解
釈
の
誤
り
に
つ

い
て
も
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
事
実
を
認
定
し
た
。

た
だ
、
「
こ
の
こ
と
が
、
今
回
の
告
発

の
よ
う
な
誤
解
を
生
む
要
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
著
者
ら
は
反
省
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
前
論
文
の
測
定
結
果
と
の

相
違
（
実
験
条
件
が
異
な
る
こ
と
）
に

つ
い
て
も
、
当
然
後
続
論
文
で
そ
の
原

因
を
考
察
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、

結
論
は
「
告
発
で
指
摘
さ
れ
た
事
項
は

不
正
と
す
る
科
学
的
合
理
的
な
理
由
と

は
な
り
得
な
い
と
判
断
さ
れ
る
」
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
「
東
北
大

学
が
説
明
責
任
を
十
分
果
た
し
た
」
と

世
間
を
納
得
さ
せ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
「
疑

惑
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
疑
い
」
を
抱

か
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
9
9
年
論
文
と
、
そ
の
元
論

文
の
9
7
年
論
文
の
両
方
に
新
事
実
が
判

明
し
、
再
告
発
さ
れ
た
。
新
事
実
と
は
、

両
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
合
金
の
試
料
写
真
は
、
ネ
オ
ジ
ウ

ム
合
金
の
写
真
（
1
9
9
6
年
に
公
表

済
み
の
別
論
文
）
を
、
試
料
直
径
の
値

を
変
更
し
て
流
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
告
発
に
関
連
し
、
東
北
大
学

は
2
0
1
3
年
1
1
月
1
日
付
で
本
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
委
員
会
の
報

告
書
を
、
1
6
年
1
2
月
1
6
日
付
で
、
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
た
。
記

者
会
見
等
は
な
か
っ
た
。



日本放射紺支術学会の論文投稿の手引には、

以下の記述がある。「過去に報腎された論文の

閲衣をどうしても引用掲載しなければならないときに

は、河東の説明文のところに引糊したことを明記する」。

この内容は、学術論‾丈の授稲規是に与えてあるケース

のほうがまれなはと、研究者としてわきまえるべき基

本的な注意施務の一つである。

労年論文では、野年論文の写曳1枚とグラフ2枚が、

言及なしてし．一部を変坐して液相され、かつ後続論文と

前論文との関連が全く記述されておらず、蔚論文の解

釈の誤りについても記述されていない。だから、淵年

論文には明らかな研究倫理遠反があると認定できる。

閣年論文の主観は、卯年論文と同じ親戚の

銀を5％含むジルコニウムを主成分とする合

金について、卯年論文とは異なる酒解法で準備した母

合金を朋いて作製したサンプルの引銀強度の結果である。

湘軍論文では五つの封敵強度の僻が報告されており、

もちろん野牛論文で報告されている二つの引張強度の

健とは輿なっている。

この事実は、淵宰論文は新たなサンプルで瀾定した

結果の証拠である。ということは関年忌文の写真、二
つのエックス線のグラフは、新たなサンプルに関する

もののはずである。にもかかわらず、野牛論文の写寅、

二つのエ・γクス線のグラフを、言及なしで流用してい

る事実は、閲年論文は、対象外の試料写真、実験して
いないデータを掲載していることになる。しかも、一

帯を変更して流用しているので、うっかりミスや、記

観不備とは考え難い。明日な研究倫稚違反とみなされ

る椒俺であるJ
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「
言
及
な
し
で
、
一
部
を
変
更
し
て
の

デ
ー
タ
流
用
」
に
関
す
る
報
告
書
の
結

論
は
、
「
写
真
や
グ
ラ
フ
の
流
用
は
ミ
ス

や
記
載
不
備
と
も
考
え
ら
れ
、
か
つ
故

意
だ
と
の
証
拠
も
得
ら
れ
な
い
た
め
、

研
究
不
正
と
は
い
え
な
い
」
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
故
意
だ
と
の

証
拠
云
々
」
の
説
明
は
、
元
鎗
長
が
弁

護
士
を
通
じ
て
出
し
て
い
た
「
9
7
年
論

文
の
解
釈
の
間
違
い
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
9
9
年
論
文
に
は
意
図
的
に
同

じ
グ
ラ
フ
を
用
い
た
」
と
の
弁
明
［
『
朝

日
新
聞
』
（
1
5
年
2
月
8
日
付
）
］
と
矛

盾
す
る
。
元
鎗
長
の
「
9
7
年
論
文
の
解

釈
の
間
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
」
と
の
弁
明
も
、
J
S
T
宛
て
の
報

告
書
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
9
9
年

論
文
に
は
、
前
論
文
の
解
釈
の
誤
り
に

つ
い
て
も
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
」

の
だ
か
ら
、
説
得
力
は
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
調
査
委
員
会
は
、
委

員
長
の
四
ツ
柳
隆
夫
（
以
下
、
敬
称
略
）

と
中
島
英
治
、
東
田
賢
二
、
久
道

茂
、
本
間
基
文
、
丸
川
健
三
郎
の
6

人
構
成
で
、
全
員
が
「
不
正
と
は
い
え

な
い
」
と
の
判
断
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
6
人
中
3
人
が
「
問
題

が
あ
る
」
と
し
て
い
た
が
、
3
年
に
も

及
ぶ
調
査
期
間
中
に
1
人
の
委
員
が
病

気
で
逝
去
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
「
問
題
が

あ
る
」
と
主
張
し
た
委
員
2
人
は
、
委

員
長
ら
に
押
し
切
ら
れ
る
形
で
、
結
論

で
「
不
正
で
は
な
い
」
と
す
る
報
告
書

に
、
「
問
題
あ
り
」
と
の
3
人
の
意
見
等

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
終
的
な
報
告
書
に
は
付
帯
意
見
の
一

部
し
か
掲
載
き
れ
ず
、
裏
切
ら
れ
る
形

で
強
制
終
了
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
真

相
で
あ
っ
た
。

日
本
金
属
学
会
に
よ
る

新
た
な
決
断
（
論
文
撤
回
）

こ
の
よ
う
な
状
況
に
「
金
属
材
料
分

野
の
深
刻
な
危
機
」
を
感
じ
た
日
本
金

属
学
会
の
元
会
長
ら
6
人
（
及
川
浜
、

小
岩
昌
宏
、
鈴
木
謙
爾
、
本
間
基
文
、

増
本
健
、
早
稲
田
義
夫
）
が
、
2
0

1
7
年
1
0
月
、
同
学
会
編
集
委
員
長
宛

て
に
「
公
正
な
判
断
に
基
づ
く
、
適
切

な
措
置
（
例
‥
論
文
撤
回
）
」
を
要
請

し
た
。
そ
の
結
果
、
同
学
会
は
1
9
年
3

月
末
に
、
9
9
年
論
文
と
そ
の
元
論
文
に

相
当
す
る
9
7
年
論
文
の
両
方
を
、
科
学

的
に
不
適
切
な
箇
所
を
具
体
的
に
公
示

し
て
撤
回
措
置
と
し
た
。

9
9
年
論
文
と
9
7
年
論
文
に
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
合
金
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
写
真

が
、
ネ
オ
ジ
ウ
ム
合
金
の
写
真
の
流
用

だ
っ
た
事
実
に
つ
い
て
、
同
学
会
編
集

委
員
会
は
「
金
属
材
科
の
研
究
者
と
し

て
あ
り
得
な
い
こ
と
」
と
断
定
し
た
。

そ
れ
ま
で
「
不
正
問
題
は
、
当
該
論
文

の
研
究
が
実
施
さ
れ
た
機
関
が
対
応
す

る
」
と
の
立
場
を
取
り
続
け
て
い
た
学

会
が
、
「
科
学
的
に
不
適
切
な
箇
所
を
示

し
て
、
当
該
論
文
を
撤
回
す
る
」
と
い

う
新
た
な
一
石
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
学
会
の
新
展
開
を
踏
ま
え
、
調

査
委
員
会
で
「
問
題
が
あ
る
」
と
主
張

し
た
委
員
2
人
（
久
道
茂
・
本
間
基
文
）

は
、
1
9
年
5
月
、
「
非
公
開
状
態
に
な
っ

て
い
る
別
添
文
書
の
存
在
確
認
と
再
調

査
」
を
東
北
大
学
（
研
究
担
当
理
事
）

に
要
請
し
た
。
し
か
し
、
東
北
大
学
広

報
課
の
対
応
は
、
「
現
時
点
で
特
に
お
話

、
．
し
す
る
こ
と
は
な
い
」
で
あ
っ
た
［
『
朝

日
新
聞
』
（
1
9
年
5
月
1
1
日
付
）
］
。

今
回
、
日
本
金
属
学
会
が
「
9
9
年
論

文
と
9
7
年
論
文
の
両
方
と
も
撤
回
」
と

の
英
断
を
下
し
た
の
だ
か
ら
、
い
ま
や

こ
の
不
正
疑
惑
論
文
の
白
黒
決
着
は
、

東
北
大
学
側
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
東
北
大
学
は
、
社
会
的

責
任
を
改
め
て
強
く
自
覚
し
て
、
研
究

不
正
疑
惑
論
文
に
関
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
香
で
あ
る
。

例
え
ば
、
2
人
の
調
査
委
員
会
委
員

の
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
必
須
で
あ

る
。
ま
た
、
既
報
論
文
の
グ
ラ
フ
等
を

一
部
変
更
し
て
後
続
論
文
に
言
及
な
し

で
流
用
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
故
意
で

な
く
と
も
、
文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
あ
る
「
研
究
者
と
し
て
わ
き
ま
え
る

べ
き
基
本
的
な
注
意
義
務
違
反
（
特
定

不
正
有
為
）
」
に
相
当
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
点
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

同
じ
過
ち
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
大
学

構
成
員
に
対
し
て
注
意
喚
起
す
べ
き
で

ある。東
北
大
学
の
報
告
書
の
憫
尊
慮
等
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト

「
東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
N
O
ゝ

井
上
元
東
北
大
総
長
の
研
究
不
正
疑
惑
の

解
消
を
零
望
す
る
会
」

詞
h
｛
宮
‥
＼
＼
監
禁
l
蝕
宍
亀
¢
．
只
五
ゴ
＼
s
i
t
⑳
＼

f
n
芦
】
ヨ
ー
蔓
亨
＼

わ
せ
だ
　
よ
し
お
・
東
北
大
蓋
一
義
按
。


